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と
も
に

 
歩
も
う

石
巻
だ
よ
り

2
0
1
6
年
の
秋
号
を
お
届
け
し
た
後
、

長
く
ご
無
沙
汰
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
、で
も
、継
続
を
心
に
誓
い
、

ふ
た
た
び
朝
日
新
聞
社
員
が
つ
づ
り
ま
す
。

大
切
な
記
憶
を
、確
か
な
記
録
に
。

女川から出発❷
あの日は小学6年生。

中学校で活動を始めた。
「千年後の命を守るために」
その担い手たちの今を追う。

阿
部
由
季
さん［
宮
城
県
職
員
］

「
出
来
る
こ
と  

こ
れ
か
ら
も
」

　

東
北
電
力
の
女
川
原
子

力
発
電
所
を
対
岸
に
望

む
女
川
町
南
端
の
小
さ
な

員
六
十
数
人
で
津
波
対
策
を
練
り
上
げ
、
町
内

21
カ
所
の
浜
す
べ
て
に
教
訓
を
刻
ん
だ
石
碑
を
1

基
ず
つ
建
て
よ
う
と
決
め
た
。
建
て
る
た
び
に
、

そ
の
浜
の
人
々
を
招
き
、
除
幕
式
を
開
く
。

　
「
以
前
に
比
べ
て
、
会
う
機
会
が
減
り
、
思
う

よ
う
に
作
業
が
進
ま
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」

　

区
長
た
ち
と
共
に
、
中
学
1
年
の
時
に
社
会
科

を
教
え
た
阿
部
一
彦
先
生
も
見
守
っ
て
い
る
。
現

在
は
東
松
島
市
立
矢
本
第
二
中
の
教
頭
だ
。
先

生
が
大
き
な
拍
手
を
送
る
。
区
長
た
ち
も
。

　

と
こ
ろ
が
、
由
季
さ
ん
は
一
彦
先
生
と
帰
る

道
々
、
嘆
息
し
、「
つ
ら
い
ん
で
す
」。

　

県
職
員
1
年
目
の
今
、
登
米
市
に
1
人
で
暮

ら
す
。
朝
は
5
時
に
起
床
。
7
時
半
に
栗
原
市
の

　
穏
や
か
な
口
調
だ
が
、

母
た
ち
の
声
は
、強
い

雨
音
に
も
負
け
ず
、山

す
そ
に
響
く
。「
ど
れ
く

ら
い
の
距
離
か
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
」。傘
を
手
に
歩

き
出
す
彼
女
た
ち
の
背
中
を
私

は
追
う
▼
昨
夏
、石
巻
市
の
日

和
山
を
、「
語
り
部
」の
２
人
、

佐
藤
美
香
さ
ん
と
西
城
江
津
子

さ
ん
と
歩
い
た
。山
す
そ
の
旧

門
脇
小
学
校
脇
の
坂
を
上
っ
た

先
、１
０
０
段
の
階
段
を
あ

が
っ
て
山
の
上
の
幼
稚
園
へ
向

か
う
▼「
段
差
は
約
10
セ
ン
チ

で
緩
や
か
で
す
。小
学
生
も
通

学
に
使
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」

と
佐
藤
さ
ん
が
説
明
し
て
上
る
。

「
こ
こ
を
園
児
た
ち
が
あ
が
れ

な
い
訳
は
な
く
、私
た
ち
の
方

が
…
」と
息
を
継
ぐ
と
、西
城

さ
ん
が「
息
切
れ
が
」と
笑
っ
て

続
け
た
▼
２
人
の
娘
は
あ
の
日
、

６
歳
。地
震
の
時
は
幼
稚
園
に

い
た
。自
宅
は
山
を
越
え
た
内

陸
で
、本
来
は
地
震
か
ら
約
20

分
後
が
発
車
時
刻
の
内
陸
直
行

の
バ
ス
で
帰
る
は
ず
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
―
―
。地
震
か
ら
約

15
分
後
、海
辺
に
住
む
子
７
人

と
共
に
バ
ス
に
乗
せ
ら
れ
、内

陸
と
は
反
対
側
の
海
へ
向
か
っ

て
山
を
下
り
た
▼
西
城
さ
ん
は

地
震
後
、海
辺
の
勤
務
先
を

ち
を
守
る
会
」
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。
会

長
は
由
季
さ
ん
。
平
日
夜
に
L
I
N
E
の
グ
ル
ー

プ
通
話
で
会
議
を
開
く
。
仕
事
で
疲
れ
切
っ
た
会

長
は
聞
く
だ
け
。
言
葉
を
は
さ
む
気
力
は
残
っ
て

い
な
い
。
8
月
は
、
心
折
れ
そ
う
な
時
だ
っ
た
。

　
一
彦
先
生
は
由
季
さ
ん
の
前
で
、
保
安
庁
職
員

の
脩
さ
ん
へ
水
を
向
け
た
。「
楽
し
み
は
何
で
す
か
」。

彼
は
心
得
顔
で
「
な
い
で
す
ね
」
と
即
答
。
先
生

は
続
け
て
「
何
が
つ
ら
い
の
」。「
日
々
が
」「
な
ん

で
続
け
て
い
る
の
」「
思
い
で
」

　

11
月
の
連
休
初
日
。
由
季
さ
ん
は
高
校
へ
。
職

員
室
に
は
教
員
も
い
る
。
先
生
は
本
当
に
大
変
だ
。

そ
の
日
は
、
書
類
を
作
り
終
え
る
と
、
心
の
中
で

ひ
と
声
「
よ
し
っ
」。
達
成
感
が
芽
生
え
た
。

姉
弟
の
話
も
し
な
い
よ
う
に

　

慣
れ
ぬ
仕
事
に
く
じ
け
て
も
、
守
る
会
は
別
。

県
内
外
へ
散
ら
ば
る
会
員
に
代
わ
り
、
会
長
は
休

日
、
会
の
資
料
作
り
に
こ
つ
こ
つ
と
励
む
。

　

あ
の
春
の
中
学
校
入
学
式
。

　

新
入
生
の
大
半
は
普
段
着
姿
。
制
服
の
由
季

さ
ん
は
口
を
真
一
文
字
に
結
び
、
天
井
を
仰
い
だ
。

明日の風

浜
、
小こ

屋や

取と
り

に
昨
年
8
月
、
若
者
が
集
っ
た
。
海

上
保
安
庁
職
員
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
、
大
学
生
…
。

町
唯
一
の
中
学
校
、
女
川
中
の
第
1
回
卒
業
生
た

ち
だ
。
白
布
に
覆
わ
れ
た
石
碑
を
囲
む
。

　

除
幕
式
が
始
ま
っ
た
。

　

保
安
庁
職
員
の
山
下
脩
さ
ん
が
司
会
す
る
。
脩

さ
ん
か
ら
指
名
を
受
け
、
阿
部
由
季
さ
ん
が
進
み

出
た
。
浜
に
暮
ら
す
区
長
ら
4
人
が
見
守
る
。

　

直
前
の
指
名
だ
。
言
葉
は
そ
の
場
で
考
え
た
。

　
「
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

３
月
に
石
巻
好
文
館
高
校
を
卒
業
し
、
県
職

員
に
な
っ
た
。
学
校
事
務
に
携
わ
る
。
落
ち
着
い

た
物
腰
に
こ
の
間
の
社
会
人
経
験
が
に
じ
み
で
る
。

　
「
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
本
日
15
基
目

の
石
碑
を
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

1
基
目
は
5
年
前
、
中
学
3
年
の
秋
に
建
立

し
た
。
中
学
1
年
の
社
会
科
の
授
業
で
、
学
年
全

高
校
へ
。
生
徒
を
支
え
た
い
と
思
っ
た
。
自
分
が

支
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
。
が
、
1
年
目
は
生
徒

と
語
ら
う
余
裕
は
な
い
。
書
類
作
り
に
必
死
だ
。

　

卒
業
生
た
ち
は
「
女
川
1
0
0
0
年
後
の
い
の

　

家
族
も
、
家
も
、
無
事
だ
っ
た
。

　

個
人
面
談
で
被
災
状
況
を
問
わ
れ
た
。
う
つ
む

い
た
ま
ま
「
…
大
丈
夫
で
す
」。
声
が
出
な
い
。

　

幼
な
じ
み
に
も
聞
か
れ
た
。
彼
女
の
家
は
全
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の
窓
越
し
に
ニ
ワ
ト
リ
が
赤
い
ト
サ
カ
を
立
て
て

日
光
浴
中
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
窓
を

コ
ツ
コ
ツ
た
た
い
て
も
、
動
じ
ず
に
知
ら
ん
ぷ
り
。

─
─
橋
も
、
た
も
と
の
家
も
、
流
さ
れ
た
。

　

冬
。
雪
合
戦
を
楽
し
み
に
登
校
。
待
ち
き
れ
ず
、

通
学
路
で
雪
玉
が
飛
び
交
う
。
高
台
の
学
校
ま

で
も
う
ひ
と
息
、「
が
ん
ば
り
坂
」
を
駆
け
上
が
る
。

─
─
坂
も
浸
水
し
、
周
囲
は
一
変
し
た
。

　

放
課
後
。
自
転
車
で
15
分
先
、
町
中
心
部
の
清

水
町
の
駄
菓
子
屋
へ
。
都
会
へ
繰
り
出
す
よ
う
な

高
揚
感
。
お
目
当
て
は
1
本
10
円
の
き
な
こ
棒
だ
。

─
─
駄
菓
子
屋
も
姿
を
消
し
た
。

　

夏
。
女
川
港
の
北
、
赤
灯
台
が
立
つ
防
波
堤
へ
。

小
さ
な
手
で
餌
の
ア
オ
イ
ソ
メ
を
器
用
に
つ
か
む
。

父
と
並
ん
で
釣
り
糸
を
垂
ら
す
。
心
躍
る
時
間
。

─
─
灯
台
も
防
波
堤
も
消
え
去
っ
た
。

　

保
育
所
に
通
っ
た
頃
は
泣
き
虫
だ
っ
た
。
涙
を

ふ
い
て
帰
れ
ば
、
近
所
の
お
年
寄
り
が
「
ま
た
泣

い
て
い
た
の
？
」
と
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

─
─
彼
女
は
夫
と
家
に
と
ど
ま
り
、
流
さ
れ
た
。

　

学
齢
期
を
迎
え
る
と
、
父
か
ら
「
女
川
橋
を
渡

る
前
に
地
震
が
来
た
ら
家
へ
、
渡
っ
た
後
は
学
校

へ
走
れ
」
と
再
三
言
わ
れ
た
。
父
は
1
9
7
8
年

の
宮
城
県
沖
地
震
を
小
学
6
年
生
で
体
験
し
た
。

　

あ
の
日
。
由
季
さ
ん
は
学
校
か
ら
さ
ら
に
上
へ

避
難
す
る
途
中
、
坂
の
下
に
真
っ
黒
な
水
を
見
た
。

　

両
親
と
も
県
職
員
。
安
否
不
明
の
ま
ま
日
が
過

ぎ
る
。
4
日
後
。
玄
関
先
に
「
た
だ
い
ま
」
が
聞

こ
え
た
瞬
間
、
駆
け
出
し
、
父
母
の
胸
に
飛
び
込

ん
だ
こ
と
を
、
今
も
由
季
さ
ん
は
覚
え
て
い
る
。

壊
だ
。
無
事
を
伝
え
る
と
「
よ
か
っ
た
ね
ー
」。
笑

顔
も
返
っ
て
き
た
。
自
分
な
ら
そ
う
返
せ
る
か
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
た
。
家
族
構
成
は
聞

か
な
い
よ
う
、
自
分
の
姉
弟
の
話
も
し
な
い
よ
う

に
自
ら
心
し
た
。
秋
、
先
輩
の
2
年
生
も
、
3
年

生
も
、
家
族
を
亡
く
し
た
こ
と
を
人
づ
て
に
聞
い

た
。
頼
も
し
い
姿
し
か
見
せ
な
い
先
輩
た
ち
だ
。

　

2
年
生
の
夏
。

　
一
彦
先
生
の
授
業
で
考
え
た
津
波
対
策
の
実
行

委
員
会
が
発
足
し
た
。
幼
な
じ
み
の
参
加
を
知
り
、

支
え
た
い
と
加
わ
っ
た
。

　

20
人
の
委
員
は
班
に
分
か
れ
た
。
由
季
さ
ん
は

石
碑
作
り
を
担
う
班
で
、
班
長
に
選
ば
れ
た
。

　
一
彦
先
生
が
角
田
市
の
石
材
店
社
長
に
引
き
合

わ
せ
て
く
れ
た
。
石
代
は
無
償
に
、
全
21
基
を

1
千
万
円
で
引
き
受
け
て
く
れ
る
と
い
う
。

　

班
員
は
口
々
に
「
募
金
で
集
め
よ
う
」「
修
学

旅
行
で
も
募
金
を
呼
び
か
け
よ
う
」。
そ
う
な
る

と
報
道
陣
が
来
る
。
先
生
は
班
長
に
託
す
。
放
課

後
も
、
休
日
も
続
く
取
材
に
、
応
じ
た
。

　

3
年
生
の
夏
。

　

1
千
万
円
達
成
。
運
動
会
で
全
校
生
徒
約
2

0
0
人
へ
報
告
。
拍
手
が
わ
い
た
。

　

学
年
全
員
に
募
っ
た
案
を
も
と
に
、
班
員
全
員

の
意
見
を
求
め
、
碑
文
を
仕
上
げ
た
。

　

休
日
、
一
彦
先
生
の
車
で
角
田
市
の
石
材
店
へ

通
っ
た
。
碑
の
制
作
を
見
学
。
先
生
は
そ
の
年
に

気
仙
沼
市
へ
転
勤
し
て
い
た
。
町
出
身
で
は
な
い

先
生
が
一
緒
に
町
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
。

　

3
年
生
の
秋
。

　

国
語
の
作
文
題
に
「
希
望
」
が
出
た
。「
私
に

と
っ
て
の
希
望
は
大
人
で
す
」
と
す
ぐ
に
書
き
出

し
た
。
一
彦
先
生
の
こ
と
だ
。

　

続
け
て
「
今
は
た
だ
ひ
た
す
ら
背

中
を
追
っ
て
い
ま
す
。
追
い
か
け
る

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
」
と
記
す
。

そ
う
し
て
中
学
時
代
、
土
日
も
費
や
す
活
動
を
一

度
も
休
ま
ず
に
取
り
組
ん
だ
実
行
委
員
は
、
た
だ

1
人
、
由
季
さ
ん
だ
っ
た
。

　

高
校
進
学
後
、
推
さ
れ
て
会
長
に
な
っ
た
。

　

高
校
2
年
生
の
時
に
は
こ
う
語
っ
た
。「
こ
の
活

動
は
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
っ
て
、
自
分
た

ち
の
よ
う
な
思
い
を
さ
せ
な
い
た
め
に
。
そ
れ
に

は
終
わ
り
は
な
い
。
い
つ
ま
で
も
続
け
ま
す
」

自
分
に
腹
立
つ
。幻
滅
だ

　

中
学
3
年
生
に
な
る
春
の
休
日
に
こ
ん
な
こ
と

も
あ
っ
た
。
高
台
の
校
庭
で
復
興
祭
が
あ
り
、
朝

か
ら
募
金
箱
を
手
に
立
っ
た
。
夕
方
に
母
か
ら
電

話
。
車
で
迎
え
に
来
る
。
待
ち
合
わ
せ
は
「
鹿か

の

又ま
た

屋
が
あ
っ
た
所
で
ね
」
と
母
。
眼
下
に
広
大
な
更

地
。
返
す
声
が
震
え
た
。「
ど
こ
か
わ
か
ん
な
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
…
…
」。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
大
好

き
な
街
な
の
に
、
た
っ
た
2
年
で
忘
れ
て
し
ま
う

自
分
が
信
じ
ら
れ
な
い
。
腹
が
立
つ
。
幻
滅
だ
。

　

女
川
港
北
岸
、
宮
ケ
崎
で
育
っ
た
。

　

女
川
第
二
小
学
校
に
入
学
。
1
年
生
は
1
ク
ラ

ス
。
近
所
の
同
級
生
4
人
と
通
っ
た
。
海
沿
い
の

国
道
を
行
く
。
女
川
橋
の
た
も
と
の
家
で
は
1
階

や

車
で
出
た
。内
陸
の
自
宅
へ
帰

る
途
中
に
園
が
あ
る
。次
女
の

春
音
ち
ゃ
ん
を
迎
え
に
行
く
。

道
路
は
渋
滞
。地
震
か
ら
約
45

分
後
に
到
着
。普
段
の
倍
以
上

か
か
る
▼
バ
ス
で
出
た
と
聞
か

さ
れ
て
、驚
い
た
。が
、ふ
も
と

の
門
脇
小
か
ら「
い
ま
戻
っ
て

く
る
」と
も
聞
か
さ
れ
た
。学

校
脇
の
階
段
を
あ
が
っ
て
く
る

の
だ
と
思
っ
て
安
心
し
、自
宅

の
両
親
や
夫
へ
電
話
を
か
け
て

い
た
。長
女
と
長
男
の
無
事
も

確
認
し
た
か
っ
た
▼
実
は
違
っ

た
。海
辺
を
巡
っ
た
バ
ス
が
門

脇
小
で
停
車
中
、教
諭
２
人
が

階
段
を
下
り
て
き
て
、運
転
手

に
園
へ
戻
る
よ
う
伝
え
た
。教

諭
２
人
は
階
段
で
戻
る
。バ
ス

は
園
児
を
乗
せ
た
ま
ま
渋
滞
道

路
へ
▼
約
０・８
キ
ロ
進
ん
で

被
災
。地
震
か
ら
約
１
時
間
後

だ
っ
た
。園
ま
で
約
０・３
キ
ロ
。

海
辺
の
子
は
親
た
ち
に
引
き
取

ら
れ
た
後
だ
。内
陸
の
子
５
人

が
バ
ス
に
残
さ
れ
犠
牲
に
な
っ

た
。運
転
手
だ
け
が
園
に
戻
っ

て
き
て
、西
城
さ
ん
は
初
め
て

事
情
を
知
っ
た
。そ
の
後
は
切

れ
切
れ
の
記
憶
し
か
な
い
▼
今

夏
。歩
い
て
知
る
。門
脇
小
か

ら
園
ま
で
は
約
２
７
０
メ
ー
ト

ル
。近
い
。す
ぐ
そ
こ
に
母
は

い
た
の
だ
。待
っ
て
い
た
の
だ
。
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澄
ん
だ
空
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

昨
年
３
月
11
日
。

　

山
す
そ
に
あ
る
雄
勝
病
院
の
慰
霊

碑
前
に
は
、
朝
８
時
か
ら
病
院
職
員

た
ち
約
10
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　

転
勤
し
た
看
護
師
や
、
定
年
退
職

し
た
事
務
長
。
今
も
雄
勝
町
に
勤
務

す
る
職
員
は
も
う
い
な
い
。

　

線
香
と
花
を
携
え
て
き
た
。

　

記
帳
台
の
準
備
も
始
め
る
。

　

慰
霊
碑
も
、
事
務
長
ら
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
、
病
院
跡
地
に

手
弁
当
で
建
て
た
も
の
だ
。

　

碑
に
は
、
入
院
患
者
40
人
を
筆
頭

に
、
病
院
職
員
24
人
の
名
前
と
年
齢

も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

山
を
背
に
、
手
を
合
わ
せ
、
目
を

上
げ
れ
ば
、
碑
の
向
こ
う
で
雄
勝
湾

が
春
の
陽
光
に
輝
い
て
い
る
。

　

昼
過
ぎ
に
ち
ら
つ
い
た
雪
は
日
差

し
の
中
で
姿
を
消
し
た
。
真
っ
白
な

雲
が
大
空
を
ゆ
っ
く
り
と
横
切
る
。

　

看
護
助
手
の
永
沼
顕
さ
ん
の
父
母

が
や
っ
て
き
た
。

　

顕
さ
ん
は
、
職
員
24
人
の
中
で
最

年
少
の
23
歳
だ
っ
た
。

　

穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
た
事
務

長
が
迎
え
、
線
香
を
手
渡
す
。

　

臨
床
検
査
技
師
長
の
石
井
達
也
さ

ん
の
家
族
も
訪
れ
た
。
主
任
薬
剤
師

の
鈴
木
一
男
さ
ん
の
家
族
も
。

　

主
任
放
射
線
技
師
の
片
倉
満
さ
ん

の
家
族
も
来
た
。
主
任
栄
養
士
の

佐
々
木
弘
江
さ
ん
の
家
族
も
。

　

入
院
患
者
40
人
の
う
ち
４
人
は
今

も
行
方
が
わ
か
ら
ず
、
職
員
24
人
の

う
ち
、
片
倉
満
さ
ん
や
佐
々
木
弘
江

さ
ん
ら
９
人
も
帰
ら
ぬ
ま
ま
。

　

午
後
２
時
46
分
。
防
災
無
線
の
長

い
サ
イ
レ
ン
が
一
帯
を
包
ん
だ
。

　

碑
を
囲
ん
で
い
た
家
族
は
、
海
へ

向
か
っ
て
目
を
閉
じ
る
。

　

そ
の
後
。

　

帰
っ
て
い
く
家
族
を
見
送
り
、
事

務
長
た
ち
は
残
っ
た
。

　

午
後
３
時
半
。
３
階
建
て
病
院
の

屋
上
に
海
が
達
し
た
時
刻
が
来
る
。

　

事
務
長
た
ち
職
員
は
、
碑
の
傍
ら

で
ふ
た
た
び
祈
っ
た
。

　

７
年
前
の
あ
の
日
の
朝
。

　

青
空
の
下
、
道
端
に
残
る
前
夜
の

雪
は
真
っ
白
に
光
っ
て
い
た
。

　

雄
勝
港
か
ら
約
２
キ
ロ
内
陸
、
味

噌
作
に
佐
々
木
弘
江
さ
ん
の
家
が
あ

っ
た
。
２
０
０
０
年
建
築
。
木
造
２

階
建
て
。
建
坪
は
約
50
坪
。
一
帯
は

11
日
の
朝「
行
っ
て
き
ま
す
は
？
」

　

家
か
ら
小
さ
な
川
沿
い
の
道
を
港

へ
向
か
っ
て
20
分
ほ
ど
歩
く
と
、
雄

勝
中
だ
。
３
階
建
て
校
舎
も
山
を
背

負
う
よ
う
に
し
て
立
っ
て
い
る
。

　

花
菜
さ
ん
が
着
く
頃
、
長
女
の
春

香
さ
ん
も
雄
勝
中
へ
向
か
っ
た
。

　

春
香
さ
ん
は
３
年
生
。

　

そ
の
日
が
卒
業
式
だ
。

　

友
人
と
待
ち
合
わ
せ
て
、
い
つ
も

の
通
学
路
を
一
緒
に
行
く
。

　

も
う
１
人
の
友
人
が
先
を
行
く
姿

が
、
視
界
に
入
っ
た
。

　

２
人
は
走
っ
て
追
い
か
け
た
。

　
「
こ
れ
が
最
後
だ
ね
」

　

そ
う
言
い
な
が
ら
、
道
々
、
３
人

で
写
真
を
撮
っ
て
歩
い
て
い
っ
た
。

　
『
雄
勝
町
史
』
は
、
１
９
６
４
年

７
月
の
雄
勝
中
の
生
徒
数
を
４
７
０

人
と
記
録
し
て
い
る
。
町
内
に
は
当

時
、
雄
勝
中
の
ほ
か
に
船
越
中
と
大

須
中
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
数

は
２
１
８
人
と
１
７
５
人
。

　

82
年
4
月
に
船
越
中
は

雄
勝
中
に
統
合
さ
れ
た
。

２
０
１
０
年
度
、
雄
勝
中

の
生
徒
数
は
77
人
、
大
須

中
は
20
人
ま
で
減
っ
て
い
た
。

　
１０
年
度
の
雄
勝
中
の
卒
業
生
は
29

人
だ
っ
た
。

　

体
育
館
で
行
わ
れ
た
卒
業
式
。

　

春
香
さ
ん
は
感
涙
に
む
せ
ん
で
い

た
。
斜
め
前
に
立
っ
た
花
菜
さ
ん
は

「
泣
き
顔
が
キ
モ
イ
か
ら
泣
か
な
い

で
」
と
さ
さ
や
い
た
。
春
香
さ
ん
は

「
う
る
さ
い
」
と
切
り
返
し
、
目
を

潤
ま
せ
て
感
動
に
ひ
た
っ
て
い
た
。

　

共
働
き
の
両
親
は
、
半
日
休
暇
を

取
っ
て
来
て
く
れ
た
。

　

父
の
勇
人
さ
ん
は
ビ
デ
オ
を
ま
わ

し
て
い
た
。

　

29
人
の
卒
業
証
書
授
与
は
、
ほ
ど

な
く
終
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
３
年
生
一
人
ひ
と
り
が

保
護
者
へ
花
と
手
紙
を
渡
す
。

　

春
香
さ
ん
が
目
を
向
け
る
と
、
母

の
弘
江
さ
ん
は
号
泣
し
て
い
た
。

　

驚
き
つ
つ
、
赤
い
バ
ラ
１
輪
と
手

紙
を
母
へ
差
し
出
し
、
少
し
照
れ
な

が
ら
言
っ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
」

　

そ
の
手
紙
は
、
受
験
前
の
授
業
中

に
書
い
た
。
志
望
校
は
石
巻
地

長
女
が
差
し
出
す
手
紙
に
母
は
号
泣

６
１
８
世
帯
１
６
６
８
人
が
暮
ら
す

雄
勝
町
中
心
街
だ
っ
た
。

　

前
夜
、
弘
江
さ
ん
は
次
女
と
長
男

と
就
寝
。
か
れ
こ
れ
１
カ
月
、
夫
と

は
別
の
寝
室
だ
。
大
手
術
を
受
け
た

の
に
静
養
せ
ず
無
理
を
重
ね
る
夫
に

す
っ
か
り
立
腹
。
家
族
の
健
康
に
心

を
砕
く
弘
江
さ
ん
の
こ
の
手
の
怒
り

は
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
。

　

午
前
７
時
。
布
団
に
く
る
ま
っ
て

い
た
次
女
の
花
菜
さ
ん
は
、
母
に
起

こ
さ
れ
た
。
雄
勝
中
学
校
の
１
年
生
。

13
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
。

　

そ
の
朝
の
献
立
は
何
だ
っ
た
か
。

　

覚
え
て
い
な
い
。

　

い
つ
も
通
り
の
朝
だ
っ
た
か
ら
。

　

母
は
毎
朝
必
ず
食
べ
さ
せ
る
。
遅

刻
寸
前
な
ら
コ
ー
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
に

ご
飯
を
入
れ
て
。
一
度
だ
け
母
も
寝

過
ご
し
た
朝
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
。
大

抵
は
前
夜
の
残
り
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
野

菜
に
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
あ
え
た
卵
を

の
せ
た
パ
ン
か
、
ご
飯
と
味
噌
汁
と
、

長
女
に
は
目
玉
焼
き
、
目
玉
焼
き
の

白
身
の
焦
げ
目
が
苦
手
な
花
菜
さ
ん

に
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ

ッ
グ
を
作
る
。

　

娘
２
人
の
食
事
の

後
、
母
は
、
４
歳
の
長

男
大
輔
君
を
抱
き
上

※「石巻だより」のバックナンバーは羽鳥書店のサイト（www.hatorishoten-articles.com）で閲覧できます。

石
巻
市
雄
勝
町
の
港
そ
ば
に
あ
っ
た

雄
勝
病
院
の
家
族
の
話
を
続
け
よ
う
。

第
2
章

［
第
5
回
］

げ
て
連
れ
て
来
て
、
父
と
食
卓
に
つ

く
。

　

７
時
50
分
、
花
菜
さ
ん
が
家
を
出

る
。
黙
っ
て
行
こ
う
と
す
る
の
を
母

が
大
き
な
声
で
引
き
留
め
た
。

　
「『
行
っ
て
き
ま
す
』
は
？
」

　

勉
強
し
な
い
こ
と
を
叱
ら
れ
た
後

で
さ
さ
や
か
な
反
抗
を
続
け
る
も
、

挨
拶
し
な
い
こ
と
に
は
母
は
も
っ
と

厳
し
い
。「
行
っ
て
き
ま
す
」。
低
い

声
で
言
い
残
し
、
白
い
息
を
吐
き
な

が
ら
歩
き
始
め
た
。
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　女川町議会は2014年夏に東京電力福
島第一原発事故の被災地・福島県浪江町
を視察した。女川の被災直後の夏のよう
な光景は町議らの胸を突いた。昨春、視
察団に応対した当時の浪江町議会議長小
黒敬三氏（62）の案内で私は避難指示解
除後の町を訪ねた。前回に続いて記す。
　JR浪江駅前。浪江―小高間の常磐線
運行が再開して1カ月経つが、人通りは
ない。駐車中のタクシーを見て「空気を
運んでいる感じだね……」と小黒氏。地
震で損壊した建物もそのまま残る。「解除
ですぐ戻れる訳ではない。家屋の修理も
ある。医療、介護の施設も要る」
　浪江東中学校は改修中。校庭では認定
こども園の木造園舎を建設中だった。30
人の子を受け入れるという。が、若い世
代が帰ってくるのか。小黒氏はいぶかる。
　役場へ。14年当時、1階のカウンター
の表示は「帰町準備室」だった。現在は「住
民課」「住宅水道課」にかわる。昼時に年
配の男性1人が訪れていた。
　震災時、町議会は全員協議会開催中で
小黒氏は4階の会議室にいた。窓の外を
見ようとしたら、重い二重ガラスが激震
で左右に揺れ、押さえようとした左手が
バチンとはさまれた痛みを覚えている。
　昨年5月1日に訪ねた時は、その窓か
ら望んだ山に煙が立ちこめる。山火事だ。
帰還困難区域で消火にてこずる。上空の
ヘリをにらみ、小黒氏は「初期段階で消
防団100人で一斉に防火帯を作ればすぐ
消せるんだけど」。12日間かけて鎮火した。
　11年3月11日は長い揺れの最中、窓
の外、周囲の山のなだらかな尾根沿いに
煙が上がっていた。火事ではない。土ぼ
こりだと後で気づいた。地震後は、役場の
断水に対応。水道工事は家業で心得があ
る。停電に、屋上の自家発電も起動させた。
が、軽油を送り込むポンプの電源が、非
常用電源になっていなかった。設計ミスだ。
若手職員らに屋上まで軽油を運ばせた。
　12日早朝、テレビニュースで国が10
キロ圏内に避難指示を出したことを知り、
町は町内の30キロ内陸へ避難を決定。「捜
索と復旧に備えて町内がいいと考えてい
た。東京電力の情報がなかったから」と
振り返る。小黒氏自身は避難所用の暖房
器具や発電機を自衛隊車両に積んで送り
出し、いったん帰宅した。

　自宅にいた午後3時36分。ドンと下
から突き上げるような腹の底に響く鈍い
音に爆発を察知した。1号機の原子炉建
屋の水素爆発だった。家族は避難した後
だ。近所に「爆発したみたいだから逃げろ」
と呼びかけた。冷静さは失わなかった。
　青空に伸びる灰色の雲を見た。うろこ
を描くように膨らんだキノコ雲を目に焼き
付けた。ただ、その時も、これほど避難
生活が長期化するとは思いもせず、放射
能汚染自体、考えもしなかった。
　12日夕方、小黒氏も30キロ内陸に到
着。警察官は防護服姿だ。「住民が不安に
なるから脱がせろ」と抗議した。「我々も
浪江（中心部）に行く用事がある。着替
えると時間がかかる」とかわされたという。
　14日夜、隣接する葛尾村の防災無線放
送が届いた。村の避難開始を知り、動揺
が広がる。日中、二本松市へ病人を送り
届けた小黒氏は、同市に避難者が集中し
ていないことを町幹部に伝えた。15日朝、
同市へ避難し、以来、7年を過ごす。
　小黒氏は15年11月の町長選に出馬し、
破れた。投票率は56・05％。震災前07
年の投票率73・51％から大きく落ち込んだ。
　浪江町の昨年3月策定の復興計画には
こう書かれている。「再事故発生時の避難
方策等の充実に取り組みます」。今の町
の暮らしには、福島第一原発の「再事故」
を念頭に置くことが欠かせない。
　廃炉完了の時期は不明だ。そのことを
小黒氏に尋ねると、逆に問われた。
　「それより最終処分場はどうなったの」
　原子炉で溶け落ちた燃料デブリを取り
出す前に、一体、核のごみはどうするのか。
その問題を先送りすることは「子どもたち
の未来を先食いしているだけ。私たちに
未来を先食いする権利はあるのか」。
　浪江町議会は11年12月に福島県内の
原発全基の廃炉を求める決議をした。女
川町議会の木村公雄議長は浪江町の視察
後、「原発なしに町が生きていけるか、そ
の答えが欲しい」と吐露した。同じ問い
を投げかける私に小黒氏は「答えは全国
にある。原発のない自治体は全国にいく
らでもある」。こんなたとえ話を出す。子
象を杭につなぐと、大きくなった時、杭
があるだけで逃げなくなる。「そういう思
い込みで選択の幅をなくしているのかな。
一歩踏み出せば選択はいくらでもある」

核のごみ最終処分は先送り　子どもたちの未来を先食い
域
の
最
難
関
校
、
石
巻
高
校
。

　

父
か
ら
は
受
験
前
に
「
志
望
校
を

変
え
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
あ
厳
し
い
」
と
言
わ

れ
た
。
悔
し
く
て
泣
い
て
い
る
と
こ

ろ
を
母
に
見
ら
れ
た
。

　

母
は
言
っ
た
。

　
「
泣
か
な
い
で
頑
張
り
な
さ
い
」

　

入
試
は
卒
業
式
の
２
日
前
。
合
格

発
表
は
12
日
後
の
23
日
だ
が
、
受
験

に
悔
い
は
な
い
。
あ
の
時
の
お

母
さ
ん
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ

こ
ま
で
頑
張
れ
た
─
─
。
母
へ
の
感

謝
を
手
紙
に
記
し
た
。

　

そ
の
入
試
の
日
。

　

昼
前
に
地
震
が
あ
っ
た
。

　

石
巻
市
は
震
度
４
。

　

断
続
的
に
余
震
が
あ
っ

た
。

　

春
香
さ
ん
が
目
を
上
げ

る
と
、
試
験
監
督
の
職
員 

は
動
じ
ず
に
本
に
目
を
落
と
し
て
い

た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
数
人
の
職
員
が
試

験
会
場
へ
入
っ
て
き
て
、
黒
板
に
貼

り
紙
を
し
た
。

　
「
試
験
時
間
を
30
秒
延
長
し
ま
す
」

　

心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。（
30
秒
。

か
わ
ん
な
く
ね
え
？
）

　

理
科
が
難
し
か
っ
た
。
数
学
の
証

明
が
解
け
な
か
っ
た
。

　

試
験
終
了
時
に
思
っ
た
。（
あ
あ
、

だ
め
だ
…
…
）

　

そ
の
日
、
県
内
で
は
試
験
時
間
を

10
分
間
延
長
し
た
高
校
も
あ
っ
た
。

　

帰
り
道
、
春
香
さ
ん
は
父
と
一
緒

に
携
帯
電
話
を
買
い
に
行
っ
た
。

　
「
卒
業
式
に
は
ど
う
し
て
も
間
に

合
わ
せ
た
い
」
と
頼
み
込
ん
で
い
た
。

両
親
か
ら
の
15
歳
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
も
あ
る
。

　

そ
の
場
で
登
録
し
た
ア
ド
レ
ス
は

二
つ
。

　

登
録
名
は
「
お
父
さ
ん
」
と
「
お

母
さ
ん
」。
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